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	応用
	抗原情報
	背景
	ストレス活性化セリン/スレオニンプロテインキナーゼは、サイトカイン産生、エンドサイトーシス、細胞骨格の再編成、細胞遊走、細胞周期制御、クロマチンリモデリング、DNA損傷応答、転写制御に関与する。ストレス負荷後、MAPキナーゼp38-α/MAPK14によってリン酸化・活性化され、基質のリン酸化を引き起こす。Hyd-X-R-X2-Sというペプチド配列中のセリンをリン酸化する。ここで、Hydは大きな疎水性残基である。
	研究分野
	-
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	Hela 細胞溶解物中の MAPKAP キナーゼ 2 発現のウェスタン ブロット分析。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。

